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12 の章により構成されている。第 1 部の「植民地期
ブラジル：1500 ～ 1822 年」では，「大航海時代のな
かのブラジル」（1 章），「砂糖農園と奴隷制」（2 章），
「金鉱開発と内陸進出」（3 章），「反ポルトガル意識の
芽生え」（4 章）が概説される。第 2 部の「近代ブラ
ジル：1822 ～ 1930 年」では，「独立と第一帝政」（5 章），
「第二帝政とペドロ二世」（6 章），「第一共和政とコー
ヒー政治」（7 章）の歴史がたどられる。第 3 部の「現





























発の戦略と持続性，3. 社会的公正，4. 国際関係，5. 民
主主義の諸相，6. 社会的排除と包摂，7. 市民社会と社





たとえば，第 4 章国際関係では，まず第 1 節で米
州関係を主軸に，ラテンアメリカの国際関係史を解








































































































態 ･ 意味 ･ 役割 ･ 理由などを解明する試みである。
編者が重視したのは，政治的 ･ 社会的な事実を把握し，
その原因を究明するに際して，科学のサブカテゴリー
としての社会科学の方法論や理論を十分に意識し，
資料やデータに基づき可能な限り標準化された分析
技法にのっとった推論を行うという，執筆者間での
意識の共有であった。
所収の各論では，事例研究や比較研究の方法論が
意識される一方，具体的な技法として，推測統計や
記述統計，ネットワーク分析といった量的分析の手
法だけでなく，質的データの分析に際しても，質的
比較分析や過程追跡といった質的調査の技法が取り
入れられている。それゆえ本書の各論を貫く作法は，
従来の地域研究系の政治分析とは異なっているかも
しれない。もちろん，こうした試みは，従来の地域
研究の，どちらかといえば記述的な性格の政治研究
の蓄積や知見を軽視するものではない。しかし編者
は，政治 ･ 社会現象の解明は，方法論的構えや方法
論的慎重さが意識されたうえで，さまざまな分析技
法やその混合的手法によってなされるのがより望ま
しいと考える。こうした方針が本書のなかでどこま
で首尾一貫して反映されているかは読者の評価に委
ねるしかないが，各章の議論や知見が，わが国にお
けるラテンアメリカ政治研究に幾ばくかの貢献がで
きればと考えるしだいである。
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